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1 .背景と目的
中間言語の研究は. 1970年代に盛んに行われた ErrorAnalysisやMorphemeStudiesの弱点
を踏まえて，中間言語発達の productよりもむしろ processにその焦点を移してきたと言われる。
それはまた.Long and Sato (1984)が概観しているように.productとして出てきた言語のform
のみを重視する，または，その formがどれだけ TargetLanguageのformに近いかだけを問
題とする“formonly anlysis"から，学習者の視点に立ち，中間言語のある formが，どのよ
うな機能 (function)を持っているかを，総合的，発展的に分析しようとする“form-to-function"
analysisや，ある機能が，文法的にどのような formにencodeされてゆくかを分析する
“function-to-form" analysisへの転換でもあった。 1
本研究では，そのような歴史を背景にして，分析の対象となるデータの formとfunctionの
両面に注意を払いながら，以下の2点を目的とした。
(1) 当該中間言語に現れた「公式XJにおける formとfunctionとの関係を明らかにし，この
関係が10か月間の聞に経る変化を記述すること。
(1) 当該中間言語におけるこのような変化は，当該中間言語組織全体の変化を反映しており，統
一的で規則的であることを示唆すること。
2.研究の方法
2.1.研究の対象
本研究の subjectは. 9才の日本人少女 Kazukoである。 Kazukoは.1976年3月15日に日
本で生まれ. 1984年12月3日. 8才9か月の時に，両親と 2人の弟と共に渡米し，メリーラン
ド州の地元の小学校3年生に編入された。 Kazukoの渡米前の英語に関する知識は，殆ど皆無
に近い状態だった。
2.2.データ採取
データは.Kazukoがアメリカにやって来た約2か月後の1985年2月から約10月間に渉り，
前半の5か月間は，月 1回，後半の5か月聞は.Kazukoの進歩の速度に追いつくように，月
2回，月平均1.5時間の割合でテープに録音したものを，英語の伝統的正字法(traditional 
orthography)で転写したものである。録音は，全て Kazukoの自宅で行われ，筆者と
Kazuko. Kazukoの弟2人，それに.Kazukoからできるだけ英語を引き出すために，一人必
ず英語の native speakerを交えて，楽しい遊びやおしゃべりの雰囲気の中でなされた。
2.3.対象データ
本研究の対象データは. 2.2.で説明された録音で採取された spontaneousutterancesであ
る。全データは 1か月分のデータを 1サソプルとした，サンプル 1からサシフ.ル10までの計
10サγフ.ルである。(たとえば，サソプル 1は，データ録取を始めた最初の月からのデータを，
サγプル 61;:. データ採取を始めて6か月日の月からのデータを指している。)
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3.分析
3.1.対象となる form:公式X
本研究の対象となる formは，本研究で便宜上公式Xと名付けた文型である。公式Xは，下掲
の2例のように. i名詞句+Be動詞+X(Xは少なくとも 1つのー絞勤詞の原形または過去
形を含む)Jという構造を持っている。
> Look. bad queen is shoot. shoot (=引lebad queen shoots the princess) 
'-v一一一--'-y-'~一一-y一一一J
NP Be X 
>Shoes is tiger give (=Sambo gives his shoes to the tiger) . 
』ー『γ~'-y-'~一一一『γ一一~
NP Be X 
公式Xは.Kazukoの中間言語のサγフ.ル10を除く全データに現われ，特に初期のデータで
は，全構文の50%以上を占めている月もあるため，本研究の分析対象として取り上げた。公式
Xの全構文に占める割合のサγフ.ル毎の移り変わりを図 1に示した。
図1 公式Xの全構文に占める割合のサγフ.ル毎の移り変わり
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3.2.Form Only Analysis 
英語の標準文法では.Be動詞の後には，動詞の原形も過去形も来ることができないので，
公式Xは，非文法的な文である。それでは，他の，本当にBe動詞が使われるべき場面では.Kazuko 
は.Be動詞を正しく使っているのだろうか? 図2は.Kazukoが. Copulaとしての Be動
詞を，本来使われなければならない場面 (obligatorycontexts)で，どの位の割合で使って
いるのかの，サソプル毎の移り変わりを示している。この表をみると. KazukoのBe動詞の
使用は.Sample 2の初期から.obligatory contextsに90%以上supplyされているいわゆる
「習得レベル Cacquisitionallevel) Jの周辺にあり，一見 Kazukoは.Be動詞の用法を習得
したかのように見える。しかし前述のように.Be動詞は，本来使われるべきではない非文
法的な公式Xにも登場するので，このように中間言語の formのみを，目標言語である英語の
正文法と比較する FormOnly Analysisは.formとfunctionがダイナミックに関係しなが
ら変化する中間言語の分析方法としては，不十分と言える。これが，まさに.70年代に盛んに
行われた FormOnly Analysisの代表としての MorphemeStudiesの重大な弱点でもあった。
そこで，次項以降は，公式Xという formが.Kazukoの中間言語の中でどのような機能を持っ
ているのかを探る一種の Form-to-FunctionMode Analysisを応用して，分析を進めてゆき
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Copulaとしての Be動詞の習得曲線I 図2
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3.3. Form-to-Function Analysis 
3.3.1.談話・機能的概念日pic/Commentと統語・文法的概念 Subjωt/Predicate
サ γプル 1~9 に現れたそれぞれの公式Xを機能別に分類するにあたって，語用論の用語
である Topic/Commentと文法の用語である Subject/Pr吋 icateの概念を応用するのが適切
であることが分った。
Topicとそれを補う概念である Commentと.Subjectとそれぞれを補う概念である Predicate
については，様々な定義が試みられてきた。本研究では，これらの概括的な定義として，以
下の LongmanDictionary of Applied Linguisticsの定義を採用する。 2
topi♂n 叫bject/・SA凶3iktln
in describing the INFORMATION STRUCTURE o{ (in English grammar) generally the noun. pronoun 
sentenas. a term {or that part o{ a sent四回 which or NOUN PIIRASE' which : 
names the person. thing. or idea about which (a) typically pr百 edesthe main verb in a sentence 
something is said (the回 rment).The concept o{ and is most closely related to it 
Topic and Comment is not identical with SUBJECT (b) determines CONCORD 
and PREDICATE. Subject-Predicate re{ers to the (c) re{ers to something about which a statement 
gra=ati国 1structure of a sente泊目 ratherthan to or assertion is made in the rest of the sentence. 
its information structure (see SUBJECT -PRO岨INENT That part of the senten白 containingthe verb. or 
LANGUAGE). The difference is illustrated in the VERB GROUP (and which may include OBJECT. 
follo明ingexample: COMPLEMENTS. or ADVERBIALS) is known as the 
AS IIT JOUT d，り'Cleamng.1 wi1 /Jri;昭 itt OnUJTTIJW PREDICATE. The predicate is that part of the sentence 
y ， which predicates something of the subject. For 
τopic Predi田 te example: 
Subjecsugj叫
| 加問問
Comment Fish 
10 9 8 7 6 
SAMPLE 
5 4 3 2 
predi回 te
smiled. 
is good lor y，肌
h鈎町田ltefli国泊English.h加 oever.Topic-Co=四t
and Subject-Predi阻 teare identica!. For example: 
Hilary is a向 1ar.
Subject Predi国 te
Topic Comment 
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3.3.2. Topic-Commentの構造と Subject-Predicateの鰐造
3.3.1.で定義した Topic-Commentを基本文型とする言語は， Topic-Prominent Language 
(以下旬 language)と呼ばれ， Subたct-Predi回 teを基本文型とする言語は， Subject-Predicate 
Language (以下 Splanguage)と呼ばれる 03Li and Thompson (1976)によれば，英語
は，典型的な， Sp languageであり，日本語は， Tp languageとSplanguageの中間に位
置している。 4
3.3.3.公式Xの分類
以上述べたような観点から公式Xを3つのタイプ(タイプA，B， C)に分間した。
タイプAは，次の4つの特徴を持っている。
(1) 最初の名詞句は，文の Topicではあっても Subjectではない。
(2) Be動詞はいつも 3人称単数現在の“IS"である。
(3) Xの部分は， (1)のTopicに対する Commentである。
μ) 文全体は 2つのイ γトネーショ γ・ユニット (Be動詞の終わりまでの risingintonation 
と短い pauseに続く文末までの fallingintonation)から成る。
以下に 1例を示す。・(Kazukois explaining one sane from the Japanese picture book， Little Black Sambo. 
In the story， Sambo meets tigers in a jungle and give his belongins to them.) サ
γプル2より)
B10use 
、ーー ーγーーー ノー
Topic 
r tiger ~ve. ( = Sar山 giveshis blouse to the伽・)
」一一一y一--'
Comment 
タイプBは次の4つの特徴を持っている。
(1) 最初の名詞句は，文の Topicにも Subjectにもなり得る。
(2) Be動詞の93.5%(29/31)は，タイプAのBe動詞のように， “IS"である(あとの2つ
は，“are"と“were"
(3) Xの部分は，文の Commentにも Predicateにもなり得る。
(4) タイプAと同じ 2つのイ γトネーション・ユニットから成る。
1例を以下に示す0・(Kazukois explaining a scene from Little Black Sambo / In the story， Sambo cries 
because he has to give away al his belongings tοthe tigers.) サソプル2より)
Sambo f 一、~= Sambo cries・)
'---y-一----1 '--一一-..，----J
Topic/Su bject Comment/Predicat巴
タイプCは，次の4つの特徴を持っている。
(1) 最初の名詞句と Be動詞は，常に短縮型の“I'm"又は， “It's"である。
(2) 最初の名詞句の92.9%(26/28)は，タイプBと同じように，文の Topicにも Comment
にもなり得るが(タイプC-1) ，残りの 7.1%(2/28)は，いわゆる dummysubjectと
よばれるもので， Topicにはなり得ない(タイプC-2)ものである。
(3) Xの部分は，上のタイプC-lでは， CommentとPredicateのどちらにもなり得，タイ
プC-2では， Predicateである。
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併) タイプA，Bと違い 1つのイ γトネーショシ・ユニット (rising又は， falling intonation) 
から成る。
タイプC-lとタイプC-2の例を以下に示す。
・TypeC-l "I'm" 
(Kazuko， her younger brother， the native assistant and the writer are playing 
BOUZUMEKURI. a kind of a Japanese伺 rdgame.) (サγプル5より)
I'm pick up. pr折芯ー (=!'llpick up a card with a picture of a 
'-v-'‘y----' princess.) 
Topic / Subject Comment / Predicate 
. TypeC-l“it's" 
(Kazuko is explaining about a kind of a I.>encilωse which her friend has.)(サシプル8より)
ー it's ha， have hぬ onF三(= it(a pencil case)has a hole on it.) 
」ーーー -ー-v---'
Topic / Subject Comment / Predicate 
・TypeC-2 
(Kazuko is talking about her trip to sa the fireworks on the fourth of July.) (サγブ'ル
6より)
・it's 折、三=it showered.) 
、-----v一一~ '-一一y----'
. Subject Predicate 
3.3.4.タイプA，B， Cの類型化
以上の特徴から，タイプAでは，語順， be動詞，イ γトネーショ γの3つの点で，また
タイプBでは， Be動詞，イントネーショ γの2つの点で， TopicとCommentの境界が明
示されていることが解る。このような表層構造での Topicの明示は， Tp languageの大き
な特徴の 1つである。しかし，タイプBでは，構文全体として， Topic-Commentの構造と
もSubject-Predicateの構造ともとれる点で，タイプAより， Topic-Prominenceの割合が
低い。さらに，タイプCでは，タイプAやBで見られたような表層構造での Topicの明示は
持っておらず，また 1部ではあるが， Sp languageの特色である dummysubjectを有す
るところも，前述の両タイプに比べて，より Subject-Prominenceの度合いが高いと言えるJ
そこで 3つのタイプを Topic-ProminenceとSubject-Prominenceを対極とする連続線
上に位置付けると，以下のように略図化することができる。
Topic-Prominenceー→
Type A Type B 
3.3.5.各サγプルにおけるタイプABCの割合
←一 Subject-Prominence
Type C 
表1は，各サンフ.ルに現れたタイプA.B. Cそれぞれの割合を示している。この表から，
公式Xは，図 1に見られたように全体として数が減少している一方で，その構造内容もタイ
プAからCへと移り変わっていったことが解る。このTopic-ProminenωからSubject-Prominence
への移り変わりは， Topic-Prominent的傾向を持つ日本語からの影響を脱して，目標言語
である英語に近付きつつあるためなのか， Givon (1979)の言う言語ユニバーサルとしての
syntacticization (統語化現象)にKazukoの言語発達も従っているためなのかは，本研究
-175-
だけでは明確ではないJ しかし上記の分析によって，従来の formのみに焦点を当てた
研究では単に目標言語の未熟な形，又は誤りとして片付けられていた公式Xのような構造も，
その機能の聞からみてみると独自の統一的で規則的な機能を持っており，組織性を持って変
化してゆくことが明らかにされた。
表 1 各サツプルに現れたタイプABCの割合
Sample 1 2 3 4 5 6 ー 7 8 9 10 
Type A % 
。34;8 。 。 。 。 。 。 。 。
# 。 8 。 。 o o 。 。 。 。
Type B 男6
。65.2 。 。17.6 58.3 1∞ 40.0 33.3 o 
# 。 15 。 。 3 7 2 2 2 。
Type C % 
。 。 。1∞ 82.4 41. 7 。60.0 66.7 o 
# 。 o 。 2 14 5 。 3 4 。
3.3.6.公式Xが.Kazukoの中間言語の全構文に占める位置
それでは，このような公式Xの変化は.Kazukoの中間言語全体の構文中では，どのよう
な位置を占めているのであろうか。表2は，当該データに現れた全構文の種類とその割合の
変化を示している。表中.Serial Verb Constructionとは.Tp languageに特有の構文で，
下掲の例のように，公式XのタイプAやBにみられたようなトピック・マーカーとしての
“IS"を持っている。・(Kazuko is explaining the rules of a阻 rdgame.) (サソプル5より)
If you no card. and then. many card have terson is win. (= If you have no回 rd.and 
then. the person who has many cards will win.) 
又， “S +Copula+ C (主語+BE動詞+補語)"の構文にも，特に初期に，下例のよう
に明らかに Topic-Commentの構造を持つとみられる構文がしばしばみられた。
• Sambo is hundred sixty-nine. (=As for Sambo. he eats hundred sixty-nine 
'----yー--' '-一一一-y ， pieces of pan cakes.) (サソプル3より)
Topic Comment 
この表2にみられるそれぞれの構文の移り変わりから，前述のような公式Xの変化と並行
して.Topic-Comment的構造を持つ SerialVerb Constructionや. Topic-Commentの構
造を盛り込みやすい fAはBである」の組み立てを持つ“S+Copula+ C"の構文が減り，
Subject-Predicateの構文を盛り込みやすい“S+ (aux.) + L (主語+[助動詞]+一般
詞)"の構文が相対的に増加していったことが解る。
図2 当該データに現れた全構文の種類をその割合のサγプル毎の変化
Sample 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
Formpla X % 
。52.3 。2.4 6.9 4.4 0.6 1.2 2.7 。
# 。 23 。 2 17 12 2 5 6 。
Serial Verb % 。 。 。 。0.8 。0.3 0.2 。 。
Construction # 。 。 。 。 2 O 1 1 。 。
% 。34.1 。50.0 19.8 20.7 14.1 23.2 10.9 14.7 S +Copula+ C # 。 15 。 41 49 56 46 94 24 65 
% 。13.6 1∞ 47.6 72.6 74.8 85.0 75.3 86.4 85.3 S+(aux.)+L # 。 6 39 180 202 277 305 191 378 
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3.3.7.Kazukoの今後の言語発展の予想
以上のような，当該サンフ.ルに現れた構文全体の流れを考え合わせると，以下の2点が， Kazuko 
の今後の言語発展の予想として考えられる。
① 公式Xは，タイプCも含め，英語の正文法に適う“S+(aux.)+L(主語+[助動詞]
十一般動詞)"型の文型へ吸収され，消滅するだろう。
@ 他の Topic-PROMINENT的構文も，英語の正文法に適うもの(=S +Copula+ C)以
外はt消滅するだろう。
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